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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

① 団体名 高松市 都市整備局 下水道部 下水道整備課 

② 事業名 下水道管路施設維持管理における包括的業務委託 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

 

 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

④サウンディングの目的 〇本市における下水道事業区域は、整備済面積 約 5,500ha、管

路延長 約 1,400ｋｍと長大な既存ストックを管理しており、現

在も雨水幹線の新設等により、管理施設が増加を続けている。 

 

〇そのため、維持管理に係るコストは、増加傾向にあるが、管理

する職員数及び予算については、減少傾向にある。 

 

〇これらの解決方法として全国的に増加している下水道管路施設

維持管理に係る包括的業務委託について、導入の検討を始めたと

ころであり、今回のサウンディングを通じて、民間事業者から、

業務に対する関心の度合い、受託に応じることができる業務範囲、

既に同様の事業を受託している業者については、事業についての

聞取りなどを行い、本市の業務委託発注における基礎資料とした

い。 

 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

必須項目 

・提示した事業内容で、委託業務を立ち上げる場合の事業提案を、

いただきたい。また、既に同様の業務を受託している場合、どの

ような内容で、その方法の良い点及び改善する必要がある点につ

いて、ご教授ください。 

・コンソーシアムを検討する場合、地元企業の参画は、可能でし

ょうか。 

・業務内容を、拡大又は縮小すれば、参加する可能性がある場合、

どのようにすれば、入札に参加したいと考えますか。 

・民間事業者として、入札参加の決定に必要な、施設情報、条件

等をご教授ください。 
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・提案業務において、実工事費用等に加えて、どの程度、運営費

用を加算すれば、事業として成立しますでしょうか。 

 

 

任意項目 

 特になし 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（          ） 

8.その他（          ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

②想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※具体に事業方式（BTO、DBO

等）が決まっている場合、「8 そ

の他」に記載ください。 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.公的不動産の利活用   ５.包括的民間委託 

6.指定管理者制度   ７.コンセッション 

８.その他（             ） 

 

③事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

〇下水道管路施設維持管理業務全般 

・破損個所の修繕（緊急対応含む） 

・下水道管清掃（詰まり等への緊急対応含む）  

・用地管理（除草・剪定、雨水きょの浚渫） 

・道路管理者依頼による人孔蓋高さ調整工事（併せて蓋更新） 

・雨水事業に係る付帯施設管理（水門等の維持管理及び操作） 

・施設台帳システム管理、更新 

・開発等に伴い整備された下水道施設の現況等確認、検査用務 

・住居等の新築に伴う取付管の新設   

・上記内容に関連する関係者への申請等書類の作成・提出及び協議時

の補助用務（占用申請等作成、日程調整、工事等内容の説明など） 

〇ストックマネジメント計画に基づいた業務 

・施設点検（管口カメラ、調査（TV カメラ調査）  

※複数年における点検スケジュールの作成も含む 

・改築工事（管更生等）の実施設計委託に基づく積算、発注又は受託
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者施工、施工監理、しゅん工検査補助。 

 

※維持管理業務に関連する電話連絡の受付窓口用務を含む。 

 

③ 現状及び課題 維持管理業務については、膨大なストック量に対して、維持管理

する職員のマンパワー、職員の技術力が不足しており、対応に苦

慮しており、緊急的な修繕箇所以外においては、対応が遅延しが

ちである。公募による改築工事発注に関しても、同様に職員数の

不足が遠因となり、積算誤りによる入札中止も複数発生しており、

事業進捗の妨げとなっている。 

また、維持管理に必要な予算においても、本市の厳しい財政状

況のため、事業費の圧縮が必要となっている。 

 

⑤前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

日常生活に欠かすことができないインフラ施設であり、破損、管

の詰まりは、生活に支障をきたすため、緊急対応については、対

応箇所での現場到着が、概ね 1時間以内にできるよう、考慮して

ほしい。 

⑥事業スケジュール（予

定） 

未定 

（２）対象地  

① 所在地（交通情報含む） 高松市内全域（下水道事業区域内） 

（下水道整備課執務室 香川県高松市番町一丁目 8番 15号  

高松市役所防災合同庁舎 2階） 

② 敷地面積 下水道事業区域（整備済面積） 約 5,500ha 

 

③ 土地利用上の制約 施設の大半を、道路など他事業者所管の土地に埋設 

④ 所有者 施設は、高松市所有であるが、埋設箇所の土地は、道路管理者な

ど他事業者所有。 

⑤ 周辺施設等 道路上に埋設された施設が、大半であり、様々な周辺施設が存在

している。 

⑥ 対象地周辺の環境 中心市街地、郊外部など様々な周辺環境 

 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

特になし 

 

（３）対象施設   

（3）-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②施設の延床面積   

③建物の構成（構造、階数）   

④主な施設の内容、導入機   
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能 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

  

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

 

 

 

 

 

（3）-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

① 施設名称 下水道管路施設 ― 

② 規模、能力 等 管路延長 約 1,400ｋｍ 年間 ２～3km程度延伸 

③運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

高松市が直接管理。 包括的業務委託を検討中 

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

特になし 特になし 

 

■ 添付資料 

・添付資料① 

・添付資料②（下水道事業計画区域図） 


